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福祉文教常任委員会協議会会議録 

１ 開会日 
 平成２８年１０月 ７日    午前 ９時００分 開会 

                午前１０時３２分 閉会 

２ 場 所 第１委員会室 

３ 出席委員 二宮加寿子委員長  三澤龍夫副委員長  坂田よう子委員 

竹内恵美子委員  関威國委員  清田文雄委員  柴崎茂委員   

吉川重雄議長 

４ 傍聴議員  奥津勝子議員 玉虫志保実議員 片野哲生議員 高橋英俊議員 

鈴木京子議員 渡辺順子議員 

５ 説明員 

 

中﨑町長 栗原副町長  

佐野町民福祉部長  杉山町民課長   

高尻副課長兼保険年金係長 土屋保険年金係主任主事 

植地福祉課長  小林副課長兼障がい福祉係長   

齋藤地域福祉係長  森田参事（地域総合戦略担当） 

瀬戸子育て支援課長  栁田副課長兼子育て支援係長 

木村子育て支援総合センター主査 

６ 職務のため 

出席した職員 

 局長 増尾 克治 

 書記 波多野昭雄 

７ 協議等の事項 

（１）大磯町国民健康保険税の改定に係る諮問について 

（２）福祉センター改修事業について 

（３）町立国府幼稚園の統廃合に伴う私立認定こども園の設置・運営について 

（４）その他 

   ・５歳児健康診査「年中児すこやかアンケート」の実施について 

８ その他 

     一般傍聴 なし 
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（午前  ９時００分）  開会  

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 皆さんおはようございます。定刻にご参

集いただきご苦労さまです。ただいまの出席委員は７名全員です。 

それではこれより福祉文教常任委員会協議会を開会いたします。 

お諮りいたします。 

ただいまのところ一般傍聴の希望はありませんが、希望があった場合にこれを許可した

いと思いますが、ご異議ありませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 異議ないものと認めます。それでは、初

めに町側からあいさつお願いいたします。 

○町長【中﨑久雄君】 おはようございます。９月議会におきましていろいろご審議いた

だきありがとうございます。本日は福文の協議会でお手元資料にございます議題につきま

して、協議いただきたくよろしくお願いいたします。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 ただちに本日の会議に入ります。会議次

第はお手元に配付したとおりです。本日は、議題が３件ありますので、よろしくお願いい

たします。なお、本日協議会終了後、常任委員会に切りかえまして、閉会中の所管事務調

査であります、中学校給食の現地確認を予定しております。午前 11 時ごろには出発したい

と思いますので、10 時半ごろをめどに考えておりますので、御協力をよろしくお願い致し

ます。 

 

   議題（１）大磯町国民健康保険税の改定に係る諮問について 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 それでは議題の（１）「大磯町国民健康保

険税の改定に係る諮問について」議題といたします。送付されております資料に基づき、

担当課から説明をお願いいたします。はいどうぞ。 

○町民課長【杉山 勝美君】 町民課・杉山でございます。 

本町におきましては、３年に１度国民健康保険税のあり方について、大磯町国民健康保

険運営協議会に諮っております。本日は、その状況をお知らせするために資料を用意させ

ていただきました。詳細につきましては担当より御説明さしあげます。よろしくお願いい

たします。 
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○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、担当どうぞ。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻です。 

それでは、早速大磯町国民健康保険税の改定係る諮問について御説明をさせていただき

ます。説明に入ります前に、資料の訂正をお願いいたします。４ページの②被保険者数の

欄でございます。こちらに上から二段目の一番左の列に０から 65 歳と記載をしております

が、正しくは０から 64 歳となります。65 を 64 に修正願います。同じページ③１人当たり

単価です。医療給付費分の表がございますが、こちらも０から 65 と記載しておりますが、

正しくは０から 64 歳なので、65 を 64 に修正下さるようお願いいたします。大変御迷惑を

おかけして申し訳ありませんがよろしくお願いいたします。では、資料の１ページにお戻

りください。こちらは、平成 28 年５月 18 日大磯町長から国民健康保険運営協議会会長に

交付いたしました、国民健康保険の基盤安定を図るための審問書の写しでございます。そ

の概要をご説明いたします。１つ目は、諮問事項です。（１）医療給付費分、後期高齢者支

援金分及び介護納付金に対する税率等の見直しでございます。（２）は賦課方式及び賦課割

合の見直し、（３）はその他となっております。２つ目は、諮問理由です。諮問理由としま

しては、大磯町国民健康保険税の現状は高齢者の加入割合の増加と医療技術の高度化によ

り、給付費が増加していること。平成 26 年４月に税率の改定を行っているが基金積み立て

には至らず一般会計からの繰入金に頼っていることが挙げております。将来にわたって安

定的に運営され、平成 30 年に予定されております国民健康保険制度の見直しにスムーズに

移行できるよう、国民健康保険税と賦課方式等について諮問を行っております。次のペー

ジからは第１回国民健康保険運営協議会、第２回運営協議会で協議しました結果を取りま

とめた内容でございます。用語の途中国民健康保険税積算のためにいくつかの用語が出て

きますが、最終の７ページに用語の説明を掲載しておりますので、必要に応じて御活用く

ださい。続きまして、２ページ目をごらんください。１．改正のポイントをご説明いたし

ます。今回の改正では、ここに上げるポイントを踏まえた内容とすることで、国民健康保

険財政の安定化を図るということで、協議がまとめられております。１つ目は、対象期間

です。従来は３年ごとに改正を行っており、通常ですと平成 29 年から 31 年が対象となり

ます。資料にありますとおり平成 30 年４月１日には、神奈川県が国民健康保険の保険者と

なり国民健康保険の財政基盤の安定化を図りますので今回の改正では、まず、平成 29 年度

のみを対象とするということでまとめられております。２つ目は、医療給付費の賦課方式
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の変更です。ここで２ページの一番下にあります平成 26 年から 28 年度の国民健康保険税

率の表をごらんください。国民健康保険は、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納

付金の３分野に分かれており、医療給付費分につきましては、所得割、資産割、均等割、

平等割の４つに区分された４方式となっております。賦課方式の詳細については後ほど説

明をさせていただきます。この表で網がかかっている資産割の部分を廃止することで３方

式に変更いたします。新制度において神奈川県では資産割を採用せず、所得割、均等割、

平等割を用いた３方式となることが決定しております。スムーズに新制度に移行するため

前倒しで３方式に変更するとまとめられております。以上２点の改正のポイントにつきま

しては、平成 28 年８月８日に開催しました第２回国民健康保険運営協議会の主要な論点と

してまとめられております。続きまして、２．番国民健康保険税の現状を説明いたします。

こちらは平成 26 年から 28 年の国民健康保険税率の表になっております。一番上と二段目

の段について左から右に向かって説明をさせていただきます。空白をひとつ飛ばして最初

は医療給付費分です。こちらは疾病やけがなどで治療を受ける際の保険給付費分になりま

す。対象年齢は０歳から 74 歳の被保険者となります。２つ目は、後期高齢者支援金分で高

齢者の医療の確保に関する法律により、後期高齢者医療制度を支援するものとして０歳か

ら 74 歳の被保険者が負担をします。３つ目は、介護納付金分で介護保険法の規定により介

護保険の第２号被保険者に当たる 40 歳から 64 歳の被保険者の本人負担分となっておりま

す。続きまして、その下の段を説明させていただきます。国民健康保険税につきましては、

先ほど説明した医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の３分野を賄うもので

あり、それぞれ異なる税率を掛けて積算をしております。ここではその内容を説明させて

いただきます。一番左側をごらんください。世帯収入と固定資産の状況により積算される

応能割に区分されるものは所得割と資産割の２つがあり、収入額などに係りなく一律に積

算される応益割としては、均等割と平等割があります。では所得割から順番に説明をいた

します。所得割は、世帯の所得額に対してこの税率を掛けて積算をいたします。例えば夫

婦それぞれに所得がある場合は、各自の所得から控除を差し引いた後の金額に対し、それ

ぞれこの税率を掛けて合算をいたします。その下にありますのは、資産割です。資産割は

世帯の固定資産税額を基準にこの税率をかけて計算をいたします。県下では既に資産割を

採用していない市町も多数あります。現在は 10％となっておりますが、新制度において神

奈川県ではこの資産割を採用しないことなどを考慮し、今回の改正で廃止をするようにま
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とまりました。続きまして、均等割です。この表に示す単価に国民健康保険の被保険者数

をかけて計算をいたします。最後は平等割です。世帯の被保険者数にかかわらず、一世帯

ごとに負担するものになっております。各内訳については、この表のとおりとなっており

ますので御確認ください。続きまして、３ページをごらんください。①番平成 20 年度以降

の国民健康保険税率の経過をごらんください。３年ごとに税率の改定を行っており、平成

20 年から 22 年度は格子模様 23 年度から 25 年度は白抜き 25 年度から 28 年度は塗りつぶ

しでグラフを表しております。まず、左側のグラフをご覧下さい。応能負担にあたる所得

割と資産割の経過です。医療費分の所得割の率は、改定ごとに税率が上昇しておりますが、

資産割は、改定ごとにその割合を縮小させております。後期高齢者支援金分、介護納付金

分の所得割は、医療給付費分と比べると上昇率は比較的小さくなっております。右側のグ

ラフをご覧下さい。こちらは応益割にあたる均等割と平等割です。医療給付費分、後期高

齢者支援金分、介護納付金分でグラフのような経過をとっております。その下②その他一

般会計繰り入れ額の経過をごらんください。本町では国民健康保険特別会計の収支の不足

を補てんするものとして、法定外のその他一般会計繰入金を投入しております。収支の不

足額につきましては、後ほど御説明をさせていただきます。平成 25 年度は約３億 1,700

万円、26 年度は１億 5,100 万円、27 年度は１億 4,700 万円となっております。国民健康保

険制度を今後も安定的に運営していくためには、このその他一般会計繰入金の繰り入れ額

を減らしていくことが重要であると言われております。平成 26 年度の改定により繰入額は

半減しておりますが、適正な保険税率により繰り入れ額を減らしていく必要があるという

ことで協議がまとまっております。続いて、４ページをごらんください。３番大磯町国民

健康保険税の見込みをごらんください。①番基本的な考え方です。保険税積算の基本的な

考え方はここに記載のとおりで保険税必要額Ａを求めることになります。被保険者数の見

込みに一人当たりの単価の見込みをかけ、特定財源として国県等からどれ位の交付金収入

があるかを見込みその分を引きます。では個別にご説明致します。②番被保険者数です。

合計被保険者数は年々減少しておりますが、65 歳以上の高齢者数はふえております。全体

の被保険者に占める 65 歳以上高齢者の割合は、数年以内に 50％を超えると見込まれてお

ります。続きまして③番一人当たり単価を説明いたします。まず、１つ目医療給付費分の

状況です。65 歳以上の医療給付費は０歳から 64 歳の 2.2 倍を超えております。高齢化と

医療技術の発達高度薬剤の使用などにより、今後も医療給付費はふえていくと思われます。
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続いて、５ページをごらんください。一番上にありますのは、後期高齢者支援金分の１人

当たり単価です。毎年２年前の給付実績と人数の伸びなどから、その年の一人当たりの負

担額が示されます。２年前の概算額に対して給付額が確定したことによる精算を差し引い

て社会保険診療報酬支払基金に納付をしております。過去の経過などから平成 29 年度の単

価を見込んでおります。概算で支払う時点では単価も人数の伸びも全国統一で計算をされ

ております。国から示される一人当たり負担額は上昇するものの、大磯町の国民健康保険

の被保険者数の減少率は全国平均の減少率ほど著しくないと見込んでおりますので、案分

する人数が多いということから、概算の結果相対的に平成 29 年度の単価は、27 年度と比

べると若干下がる可能性が見込まれております。この数字は被保険者数などによって一時

的にあらわれる現象であり、長いスパンの展望の中では単価は上昇していくと思われます。

続いて、介護納付金分の１人当たり単価です。こちらについても、２年前の給付実績と人

数の伸びなどから、その年の一人当たりの負担額が示され、２年前の実績による概算見込

み額と給付が確定したことによる精算を差し引き、社会保険診療報酬支払基金に納付をし

ております。介護納付金分につきましては、介護保険の方の第２号被保険者である 40 歳か

ら 64 歳の被保険者のみが負担することになっております。④番は、特定財源（国県）とう

からの交付金です。国民健康保険につきましては、国県からの交付金のほかサラリーマン

が加入する被用者保険からも、財政的な支援を受け入れております。平成 29 年度の見込み

は医療給付費分では約 78 パーセント、後期高齢者支援金分では約 39％、介護納付金分で

は約 50 パーセントの交付になります。続きまして、６ページをごらんください。⑤番過不

足額の計算について御説明をいたします。（A）こちらは平成 29 年度保険税収納必要額で医

療給付費分は６億 3,000 万円、後期高齢者支援金分では３億 100 万円、介護納付金分では

9,400 万円となっており、合計 10 億 2,500 万円を国民健康保険税として被保険者の方に御

負担いただくことになります。その右横にある（B）は、平成 28 年度の保険税率のままで

課税した場合の積算額です。ＡとＢを比べますと、医療給付費分では税率の改正を行わな

くとも、101％でほぼ賄える状態であり、一方、後期高齢者支援金分介護納付金分につきま

しては、現行税率のままでは必要額の７割程度になりすべて合算すると、９億 1,000 万円

になります。差し引きすると、約１億 1,500 万円が不足すると見込まれました。ここまで

が国民健康保険運営協議会において協議している内容になります。本町ではこの不足額を

３ページの②でご説明させていただいたその他一般会計繰入金で補てんをしてまいりまし
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た。この繰入額を減らすべきだということで、国民健康保険税率をどのくらい改正してい

くかということを協議していただいております。続いて、４番今後のスケジュールをごら

んください。国民健康保険税の改正につきましては、今後こちらの表にありますとおり第

３回第４回の運営協議会を経て答申になります。その後、政策会議、福祉文教常任委員会

協議会にお諮り、12 月議会に提案をさせていただきます。説明につきましては以上になり

ます。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 これより質疑に入ります。質疑のある方

は挙手を願います。 

坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 大きく２つ聞かしていただきます、まず１

点目は、平成 30 年４月に都道府県が加わる新制度になるわけなんですけれども、このとき

保険者が神奈川県ということについて、もうちょっと詳細をどういう形になるのかどうイ

メージしたらいいのかを聞かせていただきたいと思います。その際にですね、資産割が廃

止ということなんですけれども、その資産割廃止の背景といいますか、どうしてそのよう

な制度になるのかということで、まず１点目は、今後平成 30 年における新しい新制度につ

きましての詳細を聞かせてください。それが１点目です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課どうぞ。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻お答えいたします。 

平成 30 年度に予定されています新制度におきましては、県単位でまず標準的な保険料率

などが事前に示されることになります。自治体は納付金をまとめて支払うことになります。

その後、どんなに高額な医療給付費が大磯町内で発生しても県が全額 100％を支払いに必

要な交付金が交付されるということで財政的な安定が図られる。これが主な内容になって

おります。２点目につきましては、資産割の廃止でございます。こちらにつきましては、

大磯町の国民健康保険税率の改定のたびにもこの資料の３番のグラフにありましたとおり

徐々に税率を下げおります。固定資産税につきまして、それを基準に資産割の方を掛けて

おるんですけれども、実際に固定資産お持ちの方につきましては、自宅のみを所有されて

いて、資産による収入があるというわけではない方が大勢いらっしゃる中、土地に対して

固定資産税もかかるし国民健康保険税もかかるということは、二重に課せられているよう

な受けとめもありますので、そういったことで廃止を考えて協議をさせていただきました。
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神奈川県内の方でも資産割が残っているところは全 33 市町村のうち 10 市町村となってお

ります。市の方ではほとんど資産割の方は廃止し採用はされておりません。そのような状

況などからは運営協議会の方で協議をさせていただきまして、今回は廃止ということで決

定をさせていただきました。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 今の件について１点だけ確認したいですけ

れども、どのような状況でもありもう給付金は県が 100％で財政の安定化を図れというこ

となんですけれども、ちょっとこの確認で、高齢化率が高いところはどうしても後期高齢

者分とか介護保険がわが町のように本町のようにきつくなってくると思うんですけれども、

いろいろな市町村のバランスでは、そういったことが比較的緩やかな高齢化率を称してい

る市町村もあると思うんですけれども、そういうところも全部一律で神奈川県統一の見解

ということでこうなるということで、本町にとってはメリット面の方が財政的には多いの

かと思いますけれども、そういう見解でよろしいんでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、担当課どうぞ。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 はい、町民課・高尻お答えいたします。 

都道府県化になるということは、すなわち統一の保険料になることが将来的にはそのよ

うな形になると思いますが、実際には県下ではさまざまな状況になっており、まだしばら

くはその自治体の高齢化率ですとか所得の状況、医療の状況など勘案して、示される自治

体ごとに示される率というのは、変わるということになっております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 ではしばらくは市町村別にそれが違うとい

うことで、大体目途的にはほんとに統一になるのをいつごとの目途と思って考えてらっし

ゃるんでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、担当課。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻お答えたします。 

県主催による会議の方で今年度も何回か打ち合わせを行っておりますが、まだ具体的に

いつになったら統一にしますというような意見のほうは出ておりません。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 では２点目です。２点目は一般会計からの

繰入金のことについてお聞かせ下さい。繰入金の中には法定繰入分ていうのが認められて
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ると思うんですけれども、今回出しているこの数字等っていうのは、その辺をどう分析し

て法定ではない分としてこういった要するにマイナス面マイナスと言いますかかなり法定

外のものできているというこの数字等なのでしょうか。その辺の数字分析をお聞かせくだ

さい。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻お答えいたします。３ペー

ジに掲載させていただいてます金額は、こちらは法定外の繰入金の数字になっております。

９月の 13 日に厚生労働省の方から統計が発表されまして、全国の一人当たりの繰入額とい

ったものも発表されております。全国 1,716 の自治体のうち 411 カ所では繰入金が０とい

うことになっております。大磯町の場合こちらに書かせていただいている金額を被保険者

数で割りますと、各年度ほぼ被保険者数は１万人となっておりますので、25 年度につきま

しては、一人当たり約３万 2,000 円、26 年度は１万 5,500 円、27 年は１万 5,600 円という

ことになっております。先ほどの全国の平均ですけれども、全国平均にしますと、一人当

たりは１万 1,213 円というような数字も出ておりますので、国民健康保険の安定化のため

には、この金額を今後どのように圧縮していくのか、そういったことを協議していく必要

があると思っております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 確認のために聞きます。法定内とは何を言

って法定内と考えればよろしいでしょうか、捉えているのかを聞かせてください。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻お答えいたします。 

法定内の繰入金につきましては、低所得者の保険料を補てんする基盤安定繰入金ですと

か、職員の給与や賦課徴収の為に投入される事務費の繰入金そういったものがございます。

以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 最後に今の１点目と２点目の大きな質問を

受けてなんですけれども、結局議会の方に今回はこういった形で今百瀬委員長がやってい

る協議会の方に、ここまでの答申の中でこう説明をしていますよということの発表で、今

後こういうスケジュールでということなんですけども、結果的に次回にはだいたいどのぐ
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らいの値上がりと言いますか調整額、調整数字というのがしっかり出てくるということで、

今日は今こういう議論の中でここまで積み上げてまもなく答申が出る予定ですということ

を私たちは捉えておけば良いということでまとめでよろしいでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○町民課副課長兼保険年金係長【高尻恭子君】 町民課・高尻お答えたします。 

そのように受けていただいてよろしいかと思います。よろしくお願いいたします。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 他の委員さんありますか。 

それでは、質疑を終了いたします。 

 

   議題（２）福祉センター改修事業について 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 議題の（２）「福祉センター改修事業につ

いて」議題といたします。 

送付されております資料に基づき担当課から説明をお願いいたします。どうぞ。 

○福祉課長【植地直子君】 福祉課・植地でございます。 

福祉センター改修事業について御報告をさせていただきます。説明資料についてご説明

させていただきます。１ページをごらんください。事業概要でございます。福祉センター

さざれ石につきましては、平成６年の竣工から約２１年が経過しておる建物でございます。

空調設備については、機器の老朽化と共に頻繁に故障が発生してきたこともあり、平成 28

年度の当初予算において施設を利用される方達に快適な利用環境を提供する為に地下１階

から２階までの全階の空調設備の改修工事を行うことをお認めいただいた事業でございま

す。次に事業の予算でございます。予算額としては全体の事業費は 1,179 万 4,000 円でご

ざいます。内訳といたしましては、設計管理委託料 99 万 4,000 円、工事請負費 1,080 万円

合計 1,179 万 4,000 円でございます。次に現況でございます。事業の執行につきましては、

今年の６月 24 日に空調設備改修のための設計委託業務の入札を行い、95 万 400 円で株式

会社岸設計が落札しております。現在 10 月 21 日までの契約期間で実施設計を行っている

状況でございます。次に事業の変更についてでございます。本改修事業は現在行っている

実施設計を進めていく中で、設計後に行う改修工事の工事費を積算する中で、地下１階か

ら２階までの全階の空調設備の改修を行うためには、工事請負費の予算額の 1,080 万円を

超える費用が必要なことが判明いたしました。今年度の当初の事業内容は、設計業務と改
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修工事を行うこととしておりましたが、予算の範囲内で全階の空調設備の改修を行うこと

ができないことが判明いたしましたので、平成 28 年度においては改修工事を行わないこと

とし、現在進めております。設計業務のみを行うことといたしましたので御報告をさせて

いただきます。全階の空調設備の改修工事につきましては、平成 29 年度以降に改めて事業

をお認めいただいて進めてまいりたいと考えております。説明につきましては以上でござ

います。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、どうぞ。 

○町民福祉部長【佐野慎治君】 町民福祉部・佐野でございます。 

本来ならばこの平成 28 年度の当初予算という形で議員の皆様の方に予算の方を認めて

いただいて福祉センターの全館の空調工事をするという形で町の方が準備をしておりまし

た。ただ、大変町の方のミスという形になるのかもしれませんけれども、当初私たちの方

が平成 27 年度の段階で業者に仮の見積もりのほうを出していただくに際しまして、指示し

た内容が十分でなかったということもございまして、結果的には今回全館工事を行うには

十分な予算が確保できていないということが今回判明いたしました。もろもろ担当とも協

議をさせていただいた中、２度の工事に分けて工事を行うのではなく、今年度におきまし

てはまず設計をしっかりさせていただいた上で工事必要額を求めさせていただき、次年度

以降の再度の予算の中で説明をさせていただいた中でお認めいただいて、工事のほうをさ

せていただきたいと考えております。ほんとに町の不手際がありまして今回の時間をいた

だくこと、また工事の方に関しまして遅れることによりまして利用者の皆さんに御迷惑を

おかけすることになったことは、大変申し上げなく思っております。申し訳ございません。

今日よろしくお願いいたします。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 それではこれより質疑に入ります。質疑

のある方挙手を願います。 

清田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【清田文雄君】 当初の予算で工事費を計上するときに、担当

課においてもですね、内容を精査して予算を要求していることと思われます。設計の業務

を進めていく状況でどのくらい金額的にオーバーしてしまったのか。なぜそういうふうな

オーバーの工事費が算出されたのかもう一度お聞かせいただけますか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 
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○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 福祉課・齋藤お答えさせていただきます。 

こちらの福祉センターの改修事業につきましては、単年度で設計業務と工事の方を行う

事業としているため、昨年度平成 27 年度に参考見積もりとして業者に依頼して予算要求さ

せていただいたものでありました。今回の今年度実施しております実施設計によりまして、

当初予算では見込んでいなかった電気設備等の工事費が必要になったりとか、あと空調設

備本体の価格が昨年度見積もりで徴取したものよりも、今年度また空調設備室内機や室外

機の価格の方が上昇したこともありまして、予算額以上の工事費が組み込まれるというこ

とになりました。以上です。オーバーした理由なりますけれども、こちらにつきましては

当初昨年度町の方で見積もりをとらさせていただくときに、適切な指示がなかったところ

もありまして、今回実施設計で行うことで電気設備の工事が必要になったということで、

こちらの方が今のところ概算で最終的には 10 月 21 日までの工期の中で契約期間の中で実

施設計のほう現在実施しているんですけれども、今のところ大まかで積算してる中で、先

ほどの空調設備の価格の上昇の方が約 700 万弱ぐらいの金額が当初より多く見込まれたり

とか、あと電気設備の工事が昨年度町の方ではただ室内機と室外機を更新するだけという

形でちょっと業者に依頼していたところもありまして、電気設備が具体的に 21 年経過して

いることもありますので、空調設備自体も以前ものよりもよりも今現在機器も大分性能が

よくなったりとかもありまして、現在使っている配線とかあと分電盤の方が空調機本体替

えてもそこまでに送る電気の設備の更新が必要だったりというところもありましたので、

そちらの方の電気設備の工事の方も 200 万円以上ちょっと必要だったりということがあら

ためて実施設計をしたことで分かったこともありましたので、今回予算額以上の価格が見

込まれるということが判明しました。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 清田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【清田文雄君】 分かりました。そうすると倍ぐらいの予算額

になってちょっと余り考えられないような数字なんですけど、いわゆる物品とかなんかの

私も経験あるんですけれど、そういう見積もりというのかなぁ来年度にこういう事業をし

たいというふうなことで、よく参考見積とか、依頼されることがあるんですよね。そうい

うのは物品等がそういう印刷に関しては別に仕様書とかなんかで分かるんですけど、こう

いう複雑っていうかそういう工事の場合ですね、参考の見積もりを業者に依頼する時、見

積もりの経費とかそういうものが請求要求しているんでしょうか。 
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○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 福祉課・齋藤お答えいたします。 

業者の方に当初予算で来年度計上する時などの参考見積もりをいただく際には、町の方

では現在費用をかけない形で依頼のほうをさせていただいております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 清田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【清田文雄君】 当初の予算をですね計上するときにこういう

ものですから、一応見積もりに費用をかけてですね、しっかりした予算、予算額の見積も

りを出していただいて、予算額以上の工事が積算されるというようなですね、今回のよう

なことになってしまうんで、その辺は見積もりをする時にですね、予算をかけるなど検討

していただきたいと思います。それから、施設を維持管理するものとしてですね、計画的

な修繕を行う必要があると思います。老朽化も進んでおります。私が議員になってからで

すね、１年しか経過しないんですけど、町ではですねこういう事がたびたびこれは工事で

すからあれなんですけど、駐輪場の問題とか国府中学校の体育館の耐震補強のような工事

をやって、次から次へとですね追加工事が増え補正とが組まれるというようなことが、２、

３件私が議員になってからあるんですけど、今後このようなですねことがないようにする

ための対策とか、そういうものはお考えでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 福祉課・齋藤お答えいたします。 

福祉センターにつきましても、平成６年の竣工からは今現在約 21 年経過しているんです

けれども、今現在福祉センターの施設管理につきましては、大磯町社会福祉協議会の方に

指定管理のほうお願いさせていただいております。指定管理者の方からも施設の管理など

の報告を受けている中で、担当課と福祉課の方と十分な協議を行い、計画的な修繕を今ま

で行ってきたところもあります。ただ今回のような形で見積もりを徴取した中で工事を行

なえないような状態のほう起こしてしまいまして、今後につきましては修繕の規模は大分

今回全館の改修ということで大規模な修繕だったということで、担当の方もちょっと見込

みが甘かったというところもありますので、工事の修繕の規模によりましては、工事の前

年度に設計を実施するなど修繕内容を把握する際に対応を判断してまいりたいと今後は考

えております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 ほかのはい。 
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坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 今の清田議員のを受けて、今自分の中で１

年間考えて３つぐらいの例を挙げてお話をされたと思います。私も何年間の中で、ここの

ところやはりちょっとこういう事が頻繁に起きているなという傾向はあります。今回の福

祉課ははっきりと 1,000 万に対し 1,000 万ていうほんとに大きな積算違いといいますかだ

ったと思いますけれども、これは別に福祉課に限ってのことではなく、やはり町全体にこ

のような積算をする際に今積算に対しては、参考見積もりであるということで、特別な費

用も発生しないのかもしれませんけど、でもそこのところを大事にしないと、こういった

ことが起きてしまう可能性はあるということが今日の話でよくわかりました。今後別に福

祉課だけのことではなく、町全体のこういった積算特に見積もり参考見積もりを取るに当

たってのきちんとした対応を町は当然予算が低ければ低い方がいいという気持ちの中でい

ろいろとやっていくんでしょうけれども、でも最終的にやっぱりこれつけるこれつけるっ

て実際の時になったら、逆に議会との信用関係が議会イコール町民との信頼関係が失われ

てしまうわけです。ですので、この再発防止についてはこれはあの福祉課だけの問題では

なく庁舎全体についてしっかりとした当初の積算をする際のこと、今回を機に再発防止策

をしっかりと練っていただきたい思いますけれども、それにつきましていかがでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 副町長。 

○副町長【栗原匡賢君】 このたびはですね、正直言って不手際だと思っておりますし、

本当に申し訳ないことだと思っております。せっかく当初予算で審議していただいてじっ

くりとした審議をいただく中でですね、計上したものをですね、こういう形でちょっと執

行できないというような形になったら非常に残念なことだと思っております。今お話あり

ました清田議員と坂田議員のお話をしっかり受けとめたいと思いますが、まず何よりも

我々ほうがですね、我々の中にも技術屋がおります。その技術屋とですねそれぞれ所管課

が連携しながらですね、修理予算を計上しているわけですが、まず技術屋自身のですね町

の技術屋自身がまず能力を高めるんでしょうか、もう少し研修をしてもらってですね、能

力を高めていただくのが１つと、いま清田議員からお話いただきました参考見積もりをお

金を使ってでもしっかりした参考見積もりを取りなさいと指示をするとか、これまで町の

場合はその参考見積もりにお金を使うってことはございませんでした。ただ、それがほん

とにいいことかどうかは別にしてですね、やはりしっかりした参考見積もりを取るにはお
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金をかけるという事もですね含めまして庁内で検討してですね、しっかりしてやっていき

たいと思います。公共施設これからたくさんのものはですね、存廃も含めてあるんですが、

修繕する場合が出てくるかと思います。そのことにつきましてですね、公共施設の見直し

のことと含めてですね、この我々の方の特に技術の体制から我々が連携しながら、見積も

りをとっていく、予算計上をしていく。そういうことについてはですね、十分に検討しな

がら中でやっていきたい。御指摘ありがとうございました。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 ほかの委員、はい関委員。 

○福祉文教常任委員会委員【関 威國君】 はい、関です。 

今の段階のエアコンの状況を見ますと、室外機１に対して室内機が１対３ぐらいの割合

ですね。当時はこの時代は、室外機１に対して室内機が３つくらいつけるような、家もそ

ういう方だったんですが、これだとね室外機が壊れちゃったら３台止まっちゃいますね。

今は１対１の方が修理するとかそういう時に対応しやすいんじゃないかなと思うんですが、

今後はそれはどういう計画で室外機を入れるようになっているんですか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 福祉課・齋藤お答えいたします。 

お手元の資料にございます一番下の１ページ目の一番下の表にあります当初の事業内容

にある台数になるんですけれども、今後につきましても、全館改修する際につきましては、

室内機７台という系統の方は同じ形で、工事の方を行う予定で考えております。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 関委員。 

○福祉文教常任委員会委員【関 威國君】 大体１対３の割合だと１台室外機が止まっち

ゃうと３つ止まっちゃうでしょ室内機が。そういうのはまずいんじゃないですかと。１対

１にした方が修理の方対応しやすいんじゃないかと、そういうことは私も専門じゃないか

らわからないけどあの専門の高橋議員もいるけどね。ちょっと家もそうだった。１つが壊

れていると２カ所が使えなくなっちゃうの。修理も大変だから、１対１にした方がいいん

じゃないないかと素人考えですがその辺の考えをちょっとお聞きしたい。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 はい福祉課・齋藤お答えさせていただきます。今回

設置させていただく空調機につきましては、家庭用のエアコンについてはそういう１対１

室内機１台で室外機１台という形でなるものになりますけれども、今回福祉センターの方
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でいま現在もついているものもそうなんですけれども、業務用の空調機の方があの設置し

た方が、施設の規模も大きさが違いますので、効率的な運転の方が図るためには、業務用

の空調機の方を設置いままでと同じような形で設置するためには、今室外機７系統で行っ

ているんですけれども、こちらの形で設置の方を効率的な運用考えますと、同様の設置ほ

う考えております。１対１という家庭用のエアコンの方をつけるに当たりましても、やは

り室内機それぞれ 22 台の設置場所も新たに確保する必要がありましたりとか、電気の配線

の工事もまた別途必要になったりとかもありますので、施設の規模を考えた上でも今まで

の形の業務用の空調機の方の設置を進めていきたいとその形で実施設計の方も進めている

ような状況であります。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 関委員。 

○福祉文教常任委員会委員【関 威國君】 あと 1 点質問します。老朽化して故障が頻発

してこの夏はどのようにして乗り越えたのか、問題があったのか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課地域福祉係長【齋藤光君】 福祉課・齋藤お答えいたします。今年の夏につきま

しては、やはりあの今までもそうなんですけれども、空調設備の機器の不具合や故障が発

生していることもありました。一時的にちょっと業者の方に見ていただいて、１回電気機

器をちょっと電源を落としてつけたことで、直る場合もあったりとか、やはりまた止まっ

てしまって、止まってはいないんですけれども、効きが悪いという形の状態が今年の夏実

際に２階のレクリエーション室の方でありました。実際会議や利用者の方に御不便をおか

けしたところもございますけれども、あの今年度の夏につきましては、やはり応急的な対

応が必要なこともありましたので、できる限り最小の修繕という形で、実際２階のレクリ

エーション室については、修繕の対応小さな修繕ですけれどもさせていただいて、今現在

運転の方出来ているような形で業務を行っているような状態です。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか。はい、どうぞ。柴崎委

員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 今日ここで今日聞くということは、これは不

用額のままで処理したいということ残り。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課長【植地直子君】 福祉課・植地でございます。現在実施設計につきまして、10
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月 21 日までの工期ということで手続の方を進めさせていただいております。ですので実際

に最終的にどこまでの金額になるのかというのはその時点ではっきりわかってくるところ

でございます。今時点におきましては、今年度のところで補正予算として減額の補正をさ

せていただくということを検討しているところではございますけれども、時期についてま

だ正式な決定というような形ではございませんが、あのもう今時点で既にあの先ほど御説

明させていただきましたとおり倍に近いような金額が見込まれるというような状況になり

ますので、こちらにつきましては補正で対応させて減額補正を検討するというような状況

を今担当課としては考えております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、柴崎委員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 補正組むんだったら補正のときに言える話だ

からいいんだよね。このまま不用額でやるっていうことになるとようするに機会がないで

しょう。だから聞いているの。どっち。必ず補正を 12 月にあげてくれるとかっていうこと

だったら、ここでは何も聞かないよ。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課長【植地直子君】 はい、福祉課・植地でございます。 

現時点では 12 月の時点で不用額の方不用額というか補正の提出をさせていただくとい

うことにするか、３月で補正をさせていただくか、ちょっと今の時期につきましては担当

課としては確定している状況ではございません。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 柴崎委員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 それ困るんだよ。何が困るかっていったら 12

月の補正だというだったら 12 月は会期も比較的短いし議案もそんなに出てこないだろう

から、出てくるかもしれないけど。だけれども３月でやられると補正やってからというこ

とになるとちょっとやりようにしては困るの。だから 12 月にやってくれると確約してくれ

るなら今日はこれで終わりだよ。今日は聞かないよ。だって、やれる機会があるかどうか

の問題だから。だいち何聞きたいって余り言いたくないんだけれど、さわりだけを言うと

どうして 1,000 万の要求だったものが 2,000 万になっちゃうのさ。誰が 1,000 万て計算し

たの。これね保健センター同じことやってんだよ。前のときの皆さんはお忘れでしょうけ

ど、何だかわかります。下水道の接続工事だよ。それを下水道のここの保健センター、昔

は保健センターだけ１つの施設の管理者いたんだよね。それでその人が、自分のお友だち
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も含めて聞いたんだ。そしたら、自分のお友達が仕切ってくれて一番安い価格で出してき

たの。ところが町はそれに対して歩切りしたもんだから、一番安い価格だったのにその業

者が落ちなかったの。そうしたら怒った怒った。工事出来ないんだよ。ところがどうなっ

たかといったら、最後業者が設定した金額に金額を上げてやっちゃったよ。同じことやっ

てんの。さっきね副町長がるる答弁しただけで、それは不安なんだよ非常に。どうして保

健センターに建設関係の、または空調関係の積算ができるのがいるの。そんなの１人積算

出来るやつがそこそこいるんだったらこんな事態にはならないでしょう。1,000 万が 2,000

万だなんてどうやったらそうなんのよ。それで 1,000 万を余分に上乗せさせてくださいの

話しじゃないんだよ。利用者がいるんでしょここは。職員だけが使うんだったら能率落ち

るかもしんないけどまあそれでいいよ。ほんとにそれいいのかさだって。価格が予定の半

分しか出してなくて、それで不用額にして、本年度はできませんでそれで済むの。それで

ね、こちらが注意してる駐輪場の隣、あんなとこ簡単に壊すのどうするんだなんて設計ま

でかけて壊すつもりじゃないの。何を満足にできるのさあ。森田君よ。一つくらい何かこ

ちらが怒らなですむような満足なことやってみろよ何か。あそこだったらあのままだって

防災の拠点になるって言ってるのに、壊す積算までしててそこでまた 100 万使ってんだよ。

建物を壊すなんて上から壊すに決まってんじゃないのそんなもん。どれだけ無駄金使った

ら気がすむんだよ、ていうことを 12 月にやれるか３月にやれるかでは大違いなので、12

月だっていうならこれで終わりだ。もしそうじゃないっていうんだったら何らかの方法で

もって別途話聞かないといけない。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 この確認をもう一度したいんですが、12

月か３月かということで今あの質問をされているんですがどうですか。どうぞ。 

○町民福祉部長【佐野慎治君】 町民福祉部・佐野お答えいたします。 

現段階では財政の方と協議をする中で進めようと考えておりましたけれども、今議員の

ほうからご指摘をいただいておりますので、予定としては 12 月議会の中で補正の方で上げ

てまいりたいと考えております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 ほかの委員は。 

議長どうぞ。 

○議長【吉川重雄君】 ようは聞いてて、メンテナンスがやっぱりできてないんじゃない

のかなということがね、非常に僕感じて。誰も質問しねんだよ。要はメンテナンスがちゃ
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んとできてないからこうことが起こってね、今のような事態も起こってきてるのも１つの

要因かなというふうな感じするんですよ。ということは逆に言ってここだけの問題じゃな

くてね、町の公共施設の問題にやっぱりメンテナンスがすごく欠けてるんじゃないのかな

という気がするんですけれど、その辺のとこはどういうふうにお考えになっています。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○福祉課長【植地直子君】 はい、福祉課・植地でございます。 

法定に基づくさまざま点検につきましては実施しておりますが、議長御指摘のとおりや

はり空調設備につきまして今まで丁寧な点検作業っていうのは実施がされてこなかったと

いうようなところもあります。それから機械のやはり経年耐用年数を超えて何とか頑張れ

るところをというようなことで継続して機械を使い続けている。そこにきちんとした計画

が十分であったかどうかというのは、やはり私たちたちは反省として、検証しなければい

けないところかと思っておりますので、ご指摘の方は真摯に受けとめさせていただきたい

と思います。以上でございます。 

○議長【吉川重雄君】 当然その辺のところね、しっかりあの福祉の問題だけじゃないで

すよね町全体の問題。それとさっきね副町長が言ってたんですけども、技術の職員の向上

だとか課長も言ってたんだけど。でもね、技術者ってそれだけの資格を持った者を採用し

てるわけじゃないの。私から言わせると今度のこういうふうな問題を全く関係なければ何

のためにとっているのかという感じもあるし、そんな技術者だったらやめさせろよ、はっ

きり能力のないような技術者だったらというふうに言いたくもなるよはっきり言ったら。

その辺のところね、福祉に技術者がいねえからどうこうの話じゃないでしょ。前に学校を

立てるからって技術者を教育委員会に置いたこともありましたよね。でもそうじゃなくて

技術者は全体の町全体の技術職員というふうな感覚でとらえないと。このセクションだな

というふうなことでとらえているじゃないの。なんかそういうふうな感じも今回のこれで

受けなくもないんだよ。そういった常に技術者は今は都市計画にいるんだっけ。だったら

他のも全部横断的に庁内はそういうのを活用できるんだというふうなところに意思統一が

できてねえじゃないのというふうな感じを受けてしまうんですけど、そのところはどうふ

うに考えているの。これはちょっと総務の担当かそういうふうなという感じになるのかな

その辺のとこをちょっと答えてくれよ。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はいどうぞ。 
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参事。 

○参事（地域総合戦略担当）【森田敏幾君】 はい、地域総合戦略担当参事・森田お答えい

たします。 

技術者については、建築だとか土木だとかという専門の技術がいることはあります。そ

の中でその技術者のものとですね、予算等についても、連携した中でですね、計上にはあ

っているんですが、ならなかその専門的っていうところの細部までというととろになりま

すと、その技術者で対応できる点と対応できない点というのがございます。そういった中

で設計委託等をさせていただいた中でですね、より精度を高めたものと言うものの中で計

上させていただいているところでございます。今回こういうような状況になりましたので、

先ほど副町長が御答弁させていただいたようにですね、技術者だけでは専門的な部分で対

応できないものの取り組みについて、町全体として考えた中で今後このような状況がない

ような形で進めていきたいというふうに考えてございます。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい、議長。 

○議長【吉川重雄君】 今まで参考見積もりを取るには無料でやってきたと。無料でやっ

てきたってこういう問題は一度も起んなかったよ、はっきり言って俺の知る限りではね。

そのへんのところはすごく気になってんのはっきり言って。今度金かけんだと金かけなく

たってできることはできるんじゃないの、今までやってきたんだから。だからってね無料

だったからこういうことになったなんてね、単純な答えにはならないはずだよ。だからこ

んど金かけるんだというふうな話だとさ、今までやってきて、無料でやってきたのは正し

くできたものをですよ、今度お金をかけるから正しくできるんだなあっていうようなこと

は僕から言ったら全く違うような気がすんですよ。何か話だとお金を今度かけていくんだ

というふうなようなのも、単純にお金かけるんだと。まず無料でやっていたのをお金をか

ける。そうじゃなくて、頼む参考見積もりをしてくる業者を選定するのに間違ってたんじ

ゃないの。そういうふうなところも含めてですけど、ただお金を出せばいいという問題じ

ゃないような気がしますので、その辺のところは今後参考にしてください。回答は求めま

せん。委員長申し訳ありません。終わりにします。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか。質疑を終了いたします。 
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   議題（３）町立国府幼稚園の統廃合に伴う私立認定こども園の設置、 

運営について 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 それでは、議題（３）「町立国府幼稚園の

統廃合に伴う私立認定こども園の設置、運営について議題といたします。 

送付されております資料に基づき、担当課から説明をお願いいたします。 

はい、どうぞ。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田です。 

町立国府幼稚園の統廃合に伴う私立認定こども園の設置運営についてご説明いたします。

私立認定こども園の設置運営法人につきましては、６月に開催しました大磯町認定こども

園設置運営事業者選定委員会におきまして審査を行い、社会福祉法人惠伸会に決定してお

りますが、このたび認定こども園の設置運営につきまして、町立国府幼稚園の保護者の方

と意見交換会を開催しましたので、その内容と今後のスケジュールについてご報告させて

いただきます。それでは、資料の１ページ目をごらんください。１．私立認定こども園設

置運営事業者決定後の保護者等との意見交換会についてです。保護者等との意見交換会を、

７月と９月の２回開催させていただきました。まず第１回は７月 19 日に町立国府幼稚園の

保護者代表として、ＰＴＡの役員 10 名と社会福祉法人惠伸会３名、町職員５名の合計 18

名による意見交換会を実施しました。そのときの報告事項といたしましては、１点目とし

まして私立認定こども園の設置運営事業者が社会福祉法人惠伸会に決定したことの報告と、

２点目として、新園舎の設置等について意見交換を行いました。新園舎の設置につきまし

ては、町としましては、資料１ページの下段にあります想定配置図のとおり現在の園庭部

分に新しい園舎を建設するという想定でお話をさせていただきました。この設置場所につ

きましては、保護者の方からいただきました意見としましては、１として、新園舎の設置

場所について日当たり等を考慮して、現在の園庭ではないようにしてほしい。２．新園舎

設置にあたり仮設プレハブ等設置の考えはないのか。３．保護者への全体意見交換会を開

催してほしい。４．新園舎建設期間について、園庭が使えなくなるのであればその代替案

を早期に提案してほしい。５．平成 29 年度以降の保育内容の説明をしてほしいといった意

見をいただきました。町の示しました配置案では、新園舎建設期間であります平成 29 年度

の１年間は園庭が使用できなくなること。また新園舎が建設された後の園庭が、建物の北

側となってしまうことに対する意見が多く出され、設置場所等につきましては再度町と事
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業者で検討することとさせていただきました。この第１回の意見交換会を踏まえまして、

９月の７日に保護者全体を集めた形で、第２回意見交換会を実施いたしました。参加者に

つきましては町立国府幼稚園の保護者が 27 名、社会福祉法人惠伸会は設計士を含めまして

５名、町職員５名の合計 37 名で実施しました。報告事項としましては第１回の意見を踏ま

えまして、新園舎の設置案ということで資料を１枚おめくりいただき２ページ目をご覧く

ださい。私立認定こども園の配置イメージ案ということで、工事期間中も園庭を確保する

形で、また新しい園舎が建設された後も、建物の南側に園庭が確保できる形での配置案を

提案させていただきました。こちらについて保護者の方からは、１．当初町の示した配置

案より園庭が残るこちらの案がよい。２．新しい設置案はホールがなくなるので、そのこ

との代替案、また、工事を行う期間の保育内容を早期に検討してほしい。３．平成 30 年度

の認定こども園移行後の保護者について、こちら移行後ＰＴＡ活動など保護者のかかわり

方がどのようになるかなどの意見をいただきました。この新しく示した配置案につきまし

ては、保護者が懸念しておりました工事期間中の園庭が確保され、また新園舎と園庭の配

置についての問題が解消されたため、出席された保護者の方からは新しい配置イメージで

新園舎の建築を進めてほしいということで了承いただきました。続きまして、資料の３ペ

ージ目３．国府幼稚園の統廃合及び認定こども園設置運営スケジュールにつきましてご説

明させていただきます。昨年平成 27 年度には保護者等への説明会を行い、今年度平成 28

年度前半におきまして、設置運営法人の公募とその後の決定を経まして、10 月現在町は法

人との公私連携に係る調整を進めております。なお、来年度早々に新園舎建築工事が開始

されますので、引っ越しなど工事開始に向けた補正予算の検討など、限られた工期での建

築工事がスムーズにいくための準備を今年度後半に行っていく予定です。また、今月中旬

には町立幼稚園の入園説明会が各園において開催され募集を行ってまいります。なお、設

置運営法人におきましては本年度は園舎建築準備ということで基本設計・実施設計を行っ

てまいります。来年度平成 29 年度につきましては園舎の建築を行います。２ページ目の配

置イメージをご覧いただきたいのですが、新園舎の建築場所につきましては現在ホールや

職員室があります管理棟と、園舎の一部にかかっておりますので、まずは職員室について

仮設施設を建築いたします。その後、新園舎建設部分に係る建物について解体工事を行い

まして、夏前には本体の工事を行う予定となっております。ソフト面につきましては、町

としましては補助金等手続を行いまして、また町立幼稚園から私立認定こども園へのスム
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ーズな移行を行うための引き継ぎ、合同保育を予定しております。平成 30 年度につきまし

ては４月１日から認定こども園がスタートします。すべてが新園舎に引っ越した後、園舎

の半分と園庭外構等の整備を行う予定で進めてまいります。資料の説明は以上となります。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 これより質疑に入ります。質疑のある方

挙手を願います。 

はい、竹内委員。 

○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 ちょっとお伺いします。今回大分変更され

ましたけれども、保護者も皆さんこれが賛成でいいということで決めたんでしょうけれど

もですね、ある程度の予定からそれから予算的なものからその辺変わるということはない

んでしょうか。例えば仮設職員室というものも増えておりますし、その辺で金額的にはど

うなんでしょうか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田です。 

委員おっしゃるとおりホールとその下にあります職員室の方が解体という形になります

ので、仮設の職員室を建てる費用、また現在の園舎を解体するに当たりましても、前半で

半分壊してその後新しい園舎を建てたあと、最後にまた残りの半分を解体するという形に

なりますので、そのあたりの費用が増える見込みでおります。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 竹内委員。 

○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 金額的にはまだわからないでしょうけれど

もそうしますと、このホールとかいうものはやっている間はどうなるんでしょうか。ちょ

っとホールだけが出てないかなと思うんですけれども、その辺はいかがですか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田お答えいた

します。 

ホールにつきましてはやはり保護者の方も大分心配されているところなんですけれども、

国府小学校体育館や他の公共施設で代替がきくものにつきましては、そういったところを

利用するような形で今いる園児たちに不便がないような形で、保護者と意見を聞きながら、

検討して進めていく形で考えております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 竹内委員。 
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○福祉文教常任委員会委員【竹内恵美子君】 その辺がちょっとこの説明を見ていただけ

でホールがどこに行くのかなというちょっと心配があったもんですから、その辺園児や保

護者の皆様にもきちんとした説明をしてきっちとした講堂でやはり国府小学校の方を使う

んであればそれなりの最初にやはり説明をしてほしいと思います。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか。 

坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 私もちょっとホールが気になったんですけ

れども、今のお話は工事中はその代替というか周辺の学校施設等なんでしょうけれども、

最終的に完成時にはホールはどうなんですか。ちゃんときちんとあるのかどうかというこ

とを聞かしてください。それからですね、今回の 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 １問１答の方がいいです。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 １問１答。じゃそのことだけ聞かせてくだ

さい。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田お答えしい

たします。 

完成後につきましては、ホールも入れたような形で新しい園舎が建つ予定でおります。

以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

この新校舎二階建てのどこかにホールはきちんとやはり子どもたちにとってホール大切

だと思いますので、できるということですね。分かりました。次に駐車場はですね今まで

に比べて倍３倍結構大きいんですけど、何かこの駐車場に配慮してこのこれだけの面積を

確保した等の理由があれば教えてください。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 どうぞ、担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田お答えいた

します。 

今まではこちらは幼稚園という形ですので、皆さま通園区が決まってますので、徒歩ま

た自転車などで送り迎えをしていたところでございます。新しい園舎につきましては、認

定こども園という形になりまして保育園部分が増えます。やはりお仕事をされているお母
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さん方が車でお子さんを連れて来るという形を想定してますので、駐車場の部分の確保が

このくらい必要ということで認識しております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 駐車場に関してなんですけど、私立系は結

構皆さんバスで送り迎え私立の幼稚園等はバスでの送り迎えがあると思うんですけれども、

これからソフト面のところをやっているんでしょうけども、そういったご要望等に対して

これは町というよりも惠伸会さんの方が考えることではあるかもしれませんけれど、その

辺の配慮で私駐車場大きいのかなあと思ったんですけど、そういうことではないのでしょ

うか。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田お答えいた

します。 

幼稚園の部分につきましては、特に保護者の方から今現在新しい認定こども園になった

場合の園バスが出るのかという形での御意見等はまだ出ていないところではございますが、

今後保護者の方からそういった意見があった場合に、十分対応できる駐車場のスペースは

確保できているかなと思います。現在この配置イメージにおきましては、園バスというよ

りも保育園部分に通われるお母様方の駐車場の確保という形で考えております。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 私ちょっと小磯幼稚園の時に結構関わった

ものですから申し上げますけれども、あのときには、結構ですね移行によって制服の件、

制服をどうするのか、それによってお金がかかるんじゃないか。それから、今までの費用

に比べてこういった形で私立になることによってどうなのかっていう事が結構問題になっ

ていろいろとあったんですけど、また新制度がね、新しい新制度によって運用されていま

すから、その中で言えば、比較的あの当時に比べて制度がようするに私立であっても、公

立であっても、ある程度の一律でいってますから大丈夫であると思いますけど、そういっ

たことの、ソフト面の話は十分に余り問題がないような保護者の方達とは、うまくいって

いるといいますか御理解をいただいてるようなお話になってますけれども、しっかりとそ

の辺のことが、今後も発生するかもしれません。今後も含めてソフト面の配慮等も今ハー

ドの方は整ってきたようですけれども、その辺のことはしっかりとされていく予定、され
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ていくという体制をおとりになるかどうかをお聞かせください。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田お答えいた

します。 

議員おっしゃるとおり、ただいまハード面につきまして保護者の方も大分心配をされて

いるところがございました。ただ新しい設置案につきましては、保護者の方も納得いくよ

うな形の配置イメージであるということで、このまま進めていく形でおります。ソフト面

につきましては合同保育なども考えているんですが、その他やはりあの制服ですとかそう

いった細かいところはまだ保護者の方からはこれから意見を聞くような形で進めていくと

ころではございますが、基本的には今の国府幼稚園の内容を継承して新しい園をつくると

いう形で進めていく形になります。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 これ最後に聞きます。この件につきまして

は、今後議会に対してはこれで決まりということなのでしょうけれども、条例の改正等議

会に対してどのような形の手続が整えてくるのか。先ほどスケジュールのところで表は見

ておりますけども詳細に教えてください。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援副課長兼子育て支援係長【栁田美千代君】 子育て支援課・栁田でお答えい

たします。今現在法人の方で実施設計などを進めているところですが、新しく建つ園舎の

配置の内容が決まりましたらその時点でまた議員の皆様にもご報告させていただきます。

また保護者の方につきましても、同じようにこちらから周知をさせていただきまして、そ

の時いただいた意見につきましては、また随時報告をかけていく予定で進めてまいります。

以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 他の委員さん。はい。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 惠伸会はここのほかにサンキッズがそうでし

ょう。それから国府の学童がそうだったっけ。惠伸会とのそれぞれ契約書があるだろうか

らさちょっと出してもらってよ。じゃあいいよ。出してくれなきゃ出してくれないで。俺

が情報公開で求めんからいいってそんなの。すぐに即決だってそんなもん。東京都議会じ

ゃないんだから。図らなくていいってそんなもん。じゃあ情報公開で俺がやるからいい。
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要らない、要らないよ。そんなのすぐ出せるっていやぁいいものを。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 他の委員さんよろしいですか。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 検査のきかない議会だ。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 それでは次にその他として、担当課の方

からあると思います。よろしく。どうぞ。 

○子育て支援課長【瀬戸克彦君】 子育て支援課・瀬戸です。 

その他といたしまして子育て支援課の方から一点ご報告の方させていただきたいと思い

ます。この 11 月より５歳児の健康診査の方を実施していきたいと思いますので、その内容

について担当の方からご説明させていただきます。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はいどうぞ。 

○子育て支援課子育て支援総合センター主査【木村美樹君】 子育て支援課の木村です。

大磯町では、本年度から５歳児健康診査として年中すこやかアンケートを試行的に実施 

いたします。この５歳児健診は、これから迎える小学校での生活がスムーズにおくること 

ができるよう相談支援していくために行うものです。このことにつきまして、本日の机上 

配布させていただきました報告資料５歳児健康診査年中すこやかアンケートについてに基 

づき説明させていただきます。まず、１．目的ですが、発達に課題のある幼児を早期に把 

握して相談支援を図ることで、保護者の育児不安の軽減を図ること、また、保育園や幼稚 

園においても、集団生活がスムーズにおくれるよう集団保育への相談支援を図ることを目 

的としています。この５歳児健診は計測や内科健診等を行うものではなく、質問票を使っ 

た問診によるスクリーニングという方向で行います。また、実施いたしますこの年中すこ 

やかアンケートは、情緒面、行動面、多動性、仲間関係、向社会性の５分野から支援の必 

要性の度合いを判定する子どもの強さと困難さアンケートＳＤＱと、普段の子どもの様子 

を確認するための子どもの様子アンケートの２つのアンケートで構成されているものです。

次に、２．対象児童についてです。平成 28 年 10 月１日現在大磯町に住所を有する本年 

度満５歳児になる幼児のうち町立保育園または町立幼稚園に在籍するものが対象となりま 

す。また、町立保育園や町立幼稚園に在籍していない５歳児についても、この健診を希望 

される場合には対象となります。次に、３．実施方法、実施時期についてです。町立の保 

育園、幼稚園の園児につきましては、11 月初旬に園を通じて保護者あてに行います。また、 

広報 11 月号やホームページ等でも周知をいたします。お申し込みをいただいた方につきま
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しては、個別に保護者あてに郵送いたします。回収いたしましたアンケートは、子どもの

強さと困難さアンケートＳＤＱの結果により、支援の必要性について判定いたします。保

護者のＳＤＱの結果が 13 点から 15 点の場合は、園児が所属する園でもアンケートを実施

いたします。保護者のＳＤＱが 16 点以上もしくは保護者のＳＤＱが 13 点から 15 点で所属

する園のＳＤＱが 13 点以上の場合は要支援となります。健診の経過につきましては、平成 

29 年１月中旬ころ通知いたします。なお、要支援と判定された場合は健診結果と合わせて、 

個別相談のご案内も通知いたします。相談希望の保護者の方には、臨床発達心理士や言語 

聴覚士、保健師等の専門スタッフによる個別相談を行い支援策を調整いたします。その他 

といたしまして、平成 28 年度の５歳児健診は任意の健診として実施いたしますので、保護 

者の同意が得られた幼児を対象といたします。また、個別相談等についても保護者の希望 

により実施いたします。今回実施いたしますアンケートを資料として添付させていただき 

ましたので参考にご覧ください。資料の説明は以上となります。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 坂田委員、どうぞ。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 すいません。今回のすこやかアンケートの

健診目的につきまして、今お話がありましたけれども、大磯町すごくアンケートを数多く

やっていると思うんですけれども、今回のアンケートはかなりセンシティブなことだと思

っております。あのこれによって、アンケートの取り方その継承の仕方によっては、いろ

いろなことが起きる可能性もあります。だけれどもこれは必要なことだと思います。です

ので、このアンケートをやる目的をしっかりと周知すること、そしてその以降の対応はか

なりしっかりとやっていただきたいということを要望しますけれども、その辺しっかりと

やっていただけるということでよろしいでしょうか。また、ですね、このアンケート以外

にもこれまでに子どもや教育にかかわるアンケート等かなりしてきました。アンケートを

しますというお話はよく議会にいただきます。しかしながら、そのアンケートの結果、ど

ういう政策にメリットをもたらしたか、または、決断のきっかけとなったか等の継承を議

会の方への報告等が余りないように感じとれます。そのようなこともあわせてしっかりと

やっていただきたいことを要望いたしますが、答弁を求めます。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか、担当課。どうぞ。 

○子育て支援課子育て支援総合センター主査【木村美樹君】 子育て支援課・木村です。

この健診につきましては、やはり実際に学校にあがってから、すごくなかなか集団生活が
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難しい課題が多くあって、支援級に普通級から支援級に移行されるお子さんも数多くいま

すので、ほんとに早期発見いう事でやっていきたいっていうふうに担当としては思ってお

ります。そうした中でやはり議員がおっしゃったように、アンケートはやったけれどもそ

の後、どういうふうに係わって支援をしていくのかっていうところが、やっていく中です

ごく課題になってくるかとは思うんですけれども、そこは専門のスタッフとあと保護者の

方とあと園の先生方とみんなで一緒に考えてやっていきたいと思っております。また、こ

の今後のこの結果について、それから対応について、順次ご説明をできる限りさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 はい町長。 

○町長【中﨑久雄君】 学校に入学する前のデリケートな問題であります。こんなにアン

ケートという思いがおありかもしれませんが、アンケートはとり沢山の子どもさんたちが

ここに関わるっていうそういう人数ではないわけでありまして、どのようにそれを明らか

にしていくかはそれぞれ対応しながら、精神科もしくは専門の医師と相談しながら今まで

もある意味でひそかにやってきていることであります。しかし、５歳児という捉え方で今

回やりますよということを町はお話をしたいわけで、担当が今までの経緯を説明しません

でしたがそうですけれども、なかなかに明らかにしなさいっていう問題ではありませんの

で答弁させていただきました。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか。 

坂田委員。 

○福祉文教常任委員会委員【坂田よう子君】 では今回のアンケートについては良く分か

りました。あともう一つはこれ以外の問題ではありますけれども、あのやっぱり子どもの

教育等に係るアンケートにつきまして、かなり多くそれは教育委員会来ていないのでいう

のも何なんですけれども、町長と副町長がおいででございますので、しっかりとあの子ど

も達に対する子どもたちの家庭状況につきましてアンケートととっていると思います学校

環境に対するものもその辺も含めてそういうこともしっかりと一つ一つのアンケートにつ

いて、政策に生かせるようなアンケートだろうと思いますので、しっかりととったときに、

どういうことが継承されたかを、議会の方にもお話をいただけるとアンケートをとる意味

がよく理解すると思いますので、よろしくお願いいたします。これにつきましては要望で

結構です。 
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○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 柴崎委員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 なにかねそういうアンケートを今とるってい

うことについて、ちょっと違和感をすごく感じるんですよ。これお金はかかわるの。自分

達で簡単に計算できる話なの。まずそこから。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 担当課。 

○子育て支援課子育て支援総合センター主査【木村美樹君】 子育て支援課・木村がお答

えします。 

先ほどお話させていただきました年中すこやかアンケートは２種類のアンケートで構成

されています。最初の 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 お金がかかるかどうかで、自分たちで計算が

できるのかどうか何点て。 

○子育て支援課子育て支援総合センター主査【木村美樹君】 計算は出来ます。そしてお

金の方はこちらの方の印刷代等がかかる程度です。以上です。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 柴崎委員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 何か違和感があるかって言うとね、こういう

ふうなことを例えば今日議会委員会にこうにいうってことは、だって新しい事業何でしょ

う、お金かかるかかかわらず。例えば予算案で 5,000 円だとしてもかかるもしれないわけ

でしょう。どうして年度当初にやらないの。ましてやね、聞いててこの案件は、坂田議員

言ったけど教育委員会との案件だから。だって子育て支援を教育委員会と切り離すことに

したのは正に町長の技じゃないですか。ここはまさに教育委員会とタイアップしたところ

で、その子どもの小児教育というか、例えば小学校教育にいく狭間のところでこういうこ

とをやって、事前にいろんなことをやっていいですという、その学識のいろんなさまざま

な案があって、今日ここでそういうことをやることになりましたとかっていうんだったら

まだ話わかるよ。子育ての方で子育て専念しなきゃいけないほどこれやると言われても、

じゃあなんでだれもほかに説明者がいないのさぁて話になるじゃない。それとね、もう１

つこういうことについて子どものことだからと言ってね、基本的に、例えば個人情報どう

やって保護するかということがあるでしょう。個人情報を保護しますなんて言ってさどっ

かの大病院にあなたの個人情報の保護規定と当病院の何とか規定とかいって書いてあるけ

どさあ。そういうとこ書いてあるところに限って漏れたり守らなかったりすることが往々
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にしてあんだから。この子どものことだからという理由でね、親にまず見せなきゃいけな

いのは、お子さんの秘密については漏れませんよぐらいのことはきちんとやってやんなき

ゃいけないでしょう。それこそ微妙な問題じゃないかなり。そういうところに、どうして

年度の途中のところで踏み込みますっていうことをやるかだよ。今だったら来年からやり

ますっていうんだったらまだ分かるよ。来年にわずかだけれど予算措置してそういうこと

やりますって言うんだったら。良いことだから早くやったほうがいいよ。じゃあ何んで今

までやんなかったのさぁ話になるじゃないの。当初予算にあったの。じゃ何で当初にあっ

たって言わないのさ。幾らだったのそれじゃ。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 参事。 

○参事（地域総合戦略担当）【森田敏幾君】 地域総合戦略担当参事・森田お答えいたしま

す。予算額については後程ご説明させていただきます。こちらについては施政方針でも当

初予算でも委員会の中でもんでいただいて、議決されているものです。これを 28 年度から

始めさせていただくという事で、５歳児健康診査年中児すこやかアンケートという形なん

ですが、アンケート形式でですねアンケート票にもありますようなチェック項目の中で、

アンケートをやらさせていただいて、小学校に入学する学齢の１年前の５歳についての発

達課題に対する幼児の方を早期に発見して小学校に入学する際に少しでも保護者の方への

負担を減らす早期対応を図るということで実施するものです。先ほどご説明させていただ

いたように、健診と言うことでありますが例えば聴診器あてる健診ではなくてですね、ア

ンケート形式によってそういった方達を早期発見して、対応をしていくために結びついて

いくためのものでございます。以上でございます。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 柴崎委員。 

○福祉文教常任委員会委員【柴崎 茂君】 いいよ予算に出てたことで。 

○福祉文教常任委員会委員長【二宮加寿子君】 よろしいですか。以上でこれをもちまし

て、福祉文教常任委員会協議会を閉会いたします。本日は御苦労さまでした。 

 

                        （午前 １０時３２分）  閉会  

 

 


